
0

投入人員

（当該事務事業に

対して１年間に投

入した人員）

任期付職員(保育士)
任期付職員(子ども家庭支援員)

再任用フル

任期付職員(CW・水質)

再任用短
会

計

年

度

1級フル

1級パート

2級パート

0

負担金補助及び交付金

0.00

-
使用料・手数料（受益者負担分）

国・県支出金

市債

一般会計

人件費計（Ａ）

直接事業費（Ｂ）

人 0 0.00 人

5,047 4,998

781 716

00.00

2 中 6私立保育所等保育措置事業費 私立保育所等研修費補助事業費

会計

事業費

大

次年度予算（千円）

予算科目・事業

0.00

目標値 5,445

0.00

150 150

150

児童措置費

本年度実績 次年度見込

2

目標値

５．事務事業実施にかかるコスト（決算成果説明書と連動）

説

明

実　績

一般会計

1 3 民生費

手

段

方法・働きかけ

（活動指標）

意

図

対象をどのように

したいか

（成果指標）

私立保育所等で県内外で実施される研修会への参加や細部研修を実施し、保育所職員としての知識や技術を向上させ
る。

指標の説明（算式等）

4,998

本年度実績 次年度見込

5,327 5,208

本年度実績 次年度見込

直接事業費のうち

の主な歳出内訳 0

716

人

00

0

0

人 0

0.00 人

0.00

5,047

6,715

716

0

人

0.00

正職員 0.09

人0.00

総事業費（Ａ+Ｂ）

3,051 4,673

財源内訳

0 0

2,532 2,663

一般財源

その他（　　　　　　　）

00

0

2,758

0

3,296

令和5年度　飯塚市事務事業評価シート

担当部 作成者職名 作成者氏名 所属長職名

事務事業名

年6令和

事務事業№

所属長氏名

作成日2月8

351 - 6

１．基本情報

私立保育所研修費補助金交付事業

担当課 担当係

補助金交付額

方向性 達成目標年度

716

項 目2 児童福祉費

本年度実績（千円） 増減理由（10％以上の場合）

款

経常経費 －

前年度実績（千円）（R2以降）

7810.10

利用定員の変動によるもの

人 0

人

0

0

0.00

人 0

人

0.00

0 0.00

0 0.00 人 0 0.00 人

4,998

00.00

人

人

人 人0

5,208

5,828

単位 達成目標値

千円 5,208

経費区分

説

明

実　績 5,047
単価×利用定員

方向性 達成目標年度

維持 毎年度

指

標

前年度実績単位 達成目標値

特別会計

150

前年度実績

目標値

単位

回

達成目標値

150

説

明

実　績 123

5,714 7,431

他 事業

0 0.00 人 0.00

0

0

0

0

人 0.09

人

私立保育所等(市内認可保育所、認定こども園)

４．成果指標（決算成果説明書と連動）

-

指

標

前年度実績

私立保育所等に対して、職員研修等に必要な経費の一部を補助する。国補助金事務を行う。

２．事務事業の概要及び目的（決算成果説明書と連動）

毎年度

私立保育所等数×４回
（申請、交付決定、実績報告、確
定）

達成目標年度

３．活動指標（決算成果説明書と連動）

補助金申請等事務

健幸・子育て

日高　政徳

飯塚市私立保育所研修費補助金交付要綱

回 116 116 116

単位 前年度実績 本年度実績 次年度見込

なし

事務事業類型 ソフト事業

根拠法令・条例・

要綱等

指標名

私立保育所等で実施された研修
方向性

維持

保育課

その他の計画

概

要

対

象

個別計画

補助金・負担金交付 補助金等あり

課長

事業終了年度

総合計画

政　　策 3

5

1

施　　策

基本事業

保育給付係

補助金等の支給

安心して産み育てやすい環境づくり

指

標

事業開始年度

研修実施回数

実施手法

進　楓香

働きかける

相手・もの

平成18年度 継続

施策体系

保育所等職員の専門性を高めるための研修事業に関する経費の補助を行うことにより、私立保育所等の保育の質の向上を図る。

こども未来部 主事補

就学前の教育・保育施設の整備と保育環境の充実

実施計画期間

0.00

人 00.00 人

0.00 人 0 0.00

0.00

0.00 人0

人

人

0.00 人



評価の理由、または認識している課題を記載

成果の方向性

コスト投入の方向性

成果の方向性

コスト投入の方向性

現状維持

現状維持

現状維持

【

理
由
】

【

理
由
】

飯塚市の保育の質の向上のためには様々な研修の場が必要であるため。

様々な研修を受講すること、そのために市が国補助金を利用して補助を行うのは妥当であるため。

方向性

８．今年度評価における成果と課題（決算成果説明書と連動）★

保育士の研修事業に関する経費を補助することにより、研修の受講を促し、私立保育所等の保育の質の向上につながった。

【

課
題
】

園への交付は少額であるが、それに伴う事務作業量が多い。必要な書類の見直し、もしくは補助金の交付内容の検討が必要。

【

成
果
】

７．前年度評価時の計画と実績

前年度改善策に対する実績　★　　　　※上記の改善策に対して今年度に実施できたこと、などを記入

前年度記載した改善策（課題解決や改革・改善に向けて、予算を含めた具体的な方策）★

⑤コスト・
成果ともに
現状維持

評価変更

理由

コスト（人・予算等）を

必要とせず、ただちに実

施できる改善策

コスト（人・予算等）を

必要とし、中長期的に実

施する改善策

９.今後の事業の方向性と改善策

国補助金を活用し、市負担を軽減することができた。

次年度以降の改善策（課題解決や改革・改善に向けて、予算を含めた具体的な方策）★

現状維持

次年度以降に予算（コス

ト）を必要とせず、直ちに

実施できる改善策

次年度以降に予算（コス

ト）増を必要とし、中長期

的に実施する改善策

園内研修を活発にし、保育の質を向上させる。

私立保育所等に補助金を交付するため、国補助金を活用して事務を円滑に進めていく。

前年度評価★

評価視点 評価

妥当性

評価
やや高い

やや低い
効率性

評価

研修は県・市・民間事業者が行っており、飯塚市の保育の質の向上のために様々な研修の場が必要で

ある。

保育の質の向上を図るため必要な研修ではあるが、少額の補助にも関わらず事務作業が多いため効率

が良いとは言えない。

県・市・民間事業者のみではなく園独自の研修も行う場合があり、保育現場の環境改善につながって

いる。

補助対象研修の見直しを行い、保育の質を向上させる。

私立保育所等に補助金を交付するため、国補助金を活用して事務を円滑に進めていく。

・「成果の方向性」「コスト投入の方向性」ともに1次評価のとおりとする。

・補助対象研修の見直し及び各私立保育所との調整を行うこと。

６．事務事業の事後評価★

有効性

評価
やや高い

評価区分

一次評価


